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Ⅰ　はじめに

平成 26 年 4 月に実施した京都市内私立保育所
222 ヶ園を対象にした救急蘇生法の浸透に関する調
査注１）では、保育所における AEDの設置が進み、保
育者の救急蘇生法の習得に関しての現場のニーズが非
常に高いことが明らかになった。子どもの命を預かる
現場では、単に AEDを設置するだけではなく、それ
を使用することのできる知識と技能が必要となる。ま
た、救急対応として、食物アレルギー、アナフィラキ
シーショック、熱性けいれん、エピペンの使用、てん
かんなどへの対応や知識が必要であることが現場の声
として挙げられた。そして、新任保育士の救急蘇生に
関する養成校での教育内容の要望として挙げられた項
目の上位は救急蘇生法の講習の実施、実践的な訓練で
あった。
本学では平成 24 年度より、前期の 5月から 7月に
かけて幼稚園・施設・保育所での実習を控えたこども
保育学科 2年生全員を対象に救急蘇生法の講習会を実
施している。この講習会受講後の講習内容の把握・理
解について習得状況についての調査を実施したのでそ
の結果について報告する。

Ⅱ　アンケート調査の実施

平成 26 年度は、こども保育学科 2年生を対象とし
た講習会を京都市右京消防署の協力を得て、4月 3 日
13 時 30 分から約 3時間にわたって実施し、受講者は
64 名であった。この救急蘇生法の講習会を受講した
学生に、幼稚園・施設・保育所の実習が終了した 7月
末に、講習会を受けての講習内容の知識・技能の習得・

把握状況について一斉にアンケート調査を実施し
た注２）。対象としたこども保育学科 2年生 67 名から回
答を得た。

Ⅲ　アンケート調査の結果

まず、Q1 で 4 月に実施した講習会を受講したかど
うか尋ねた。受講した者が 64 名、受講しなかった者
が 3名であった。またこれまでの救急蘇生法の講習会
の受講回数は、初めて受講する者が 31 名、2 回目が
22 名、3 回目 9名、4回目 4名であり、複数回受講し
ているものが過半数を超えた。高校の授業など、様々
な機会に提供されているようである。

Q2 では受講した講習会の内容をどの程度覚えてい
るかについて項目ごとに尋ねた。
①  　「救急蘇生の手順」について、しっかり覚えて
いる者 9名、だいたい覚えている者 46 名、あま
り覚えていない者 11 名であった。
②  　「胸骨圧迫の部位」については、しっかり覚え
ている者 25 名、だいたい覚えている者 31 名、あ
まり覚えていない者 10 名であった。
③  　「圧迫の深さ」については、しっかり覚えてい
る者 11 名、だいたい覚えている者 42 名、あまり
覚えていない者 13 名となった。
　  　その際、覚えている者に対して、成人・小児に
対してそれぞれどのくらいの深さまで押さえれば
よいのか、選択肢をあげて選ぶ形式で尋ねた。成
人を圧迫する深さとして、3cmを選んだ者 10 名、
4cmを選んだ者 5 名、5cmを選んだ者 30 名、
6cmを選んだ者3名であった。（正解は5㎝である）
　  また、小児を圧迫する深さとして、胸の厚さのど
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れくらいを押さえるのが適当であるかについても
選択肢をあげて尋ねた。約 1/5 とした者 3名、1/4
とした者 2 名、1/3 とした者 32 名、1/2 とした者
10 名であった。（正解は 1/3 である）
④  　「胸骨圧迫の回数」については、しっかり覚え
ている者 10 名、だいたい覚えている者 34 名、あ
まり覚えていない者 22 名であった。覚えている
と答えた者に対して圧迫するのは 1分間にどのく
らいが適当かについても選択肢をあげて尋ねた。
60 回とした者 19 名、70 回とした者 3 名、80 回
とした者 3名、90 回とした者なし、100 回とした
者 21 名であった。（正解は 100 回／分である）
⑤  　「人工呼吸の仕方」については、しっかり覚え
ている者 16 名、だいたい覚えている者 47 名、あ
まり覚えていない者 3名となった。
⑥  　「AEDの使い方」については、しっかり覚えて
いる者 27 名、だいたい覚えている者 36 名、あま
り覚えていない者 2名となった。
⑦  　「止血法」に関しては、しっかり覚えている者
3名、だいたい覚えている者 35 名、あまり覚え
ていない者 28 名となった。
⑧  　「のどに物を詰まらせたときの処置（窒息対応）」
については、しっかり覚えている者 2名、だいた
い覚えている者 24 名、あまり覚えていない者 16
名、習わなかったと答えた者 17 名であった。

アンケート調査の具体的な数値及び記述式で得た回
答について次に示す。

Q1　  あなたは今年度 4月に実施した救急蘇生法の講
習会を受講しましたか。 n＝ 67
区　分 人数（人） ％
はい 64 95.5
いいえ 3 4.5

Q1－②　  これまでにも同様の講習会を受けたことは
ありますか。受けた経験のある人は今回の
受講は何回目ですか。 n＝ 66
区　分 人数（人） ％
初めて 31 47.0
2 回目 22 33.3
3 回目 9 13.6
4 回目 4 　6.1

Q2　  これまでに受けた講習の内容をどの程度覚えて
いるか答えてください。

①　救急蘇生の手順 n＝ 66
区　分 人数（人） ％

しっかり覚えている 9 13.6
だいたい覚えている 46 69.7
あまり覚えていない 11 16.7

②　胸骨圧迫の部位 n＝ 66
区　分 人数（人） ％

しっかり覚えている 25 37.9
だいたい覚えている 31 47.0
あまり覚えていない 10 15.2

③　胸骨圧迫の深さ n＝ 66
区　分 人数（人） ％

しっかり覚えている 11 16.7
だいたい覚えている 42 63.6
あまり覚えていない 13 19.7

　覚えている人は次の質問の適当と考える選択肢に○
印をつけてください。
　＊成人の胸骨圧迫の深さ n＝ 48

区　分 人数（人） ％
3cm 10 20.8
4cm 5 10.4
5cm 30 62.5
6cm 3 　6.3

　＊小児の胸骨圧迫の深さ n＝ 47
区　分 人数（人） ％

胸の厚さの 1/5 3 　6.4
胸の厚さの 1/4 2 　4.3
胸の厚さの 1/3 32 68.1
胸の厚さの 1/2 10 21.3

④　胸骨圧迫の回数 n＝ 66
区　分 人数（人） ％

しっかり覚えている 10 15.2
だいたい覚えている 34 51.5
あまり覚えていない 22 33.3
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　覚えている人は次の質問の適当と考える選択肢に○
印をつけてください。 n＝ 46

区　分 人数（人） ％
1分間に 60 回押さえる 19 41.3
1 分間に 70 回押さえる 3 　6.5
1 分間に 80 回押さえる 3 　6.5
1 分間に 90 回押さえる 0 　0.0
1 分間に 100 回押さえる 21 45.7

⑤　人工呼吸の仕方 n＝ 66
区　分 人数（人） ％

しっかり覚えている 16 24.2
だいたい覚えている 47 71.2
あまり覚えていない 3 　4.5

⑥　AEDの使い方 n＝ 65
区　分 人数（人） ％

しっかり覚えている 27 41.5
だいたい覚えている 36 55.4
あまり覚えていない 　2 　3.1

⑦　止血法 n＝ 66
区　分 人数（人） ％

しっかり覚えている 3 　4.5
だいたい覚えている 35 53.0
あまり覚えていない 28 42.4

⑧　喉に物を詰まらせたときの処置（窒息対策）
 n＝ 59

区　分 人数（人） ％
しっかり覚えている 2 　3.4
だいたい覚えている 24 40.7
あまり覚えていない 16 27.1
講習では習わなかった 17 28.8

⑨　  そのほかに講習内容で覚えていることをいくつで
もあげてください。

・周りの人に AEDと救急車の助けを依頼（10 件）
・伏臥から仰臥にする方法（4件）
・  胸部圧伏が予想以上に強く押さなければならずに大
変だった（3件）
・場所の安全性の確認（2件）
・呼吸確認ののちに気道確保（2件）
・声のかけ方（大きな声・丁寧に・落ち着いて）（2件）
・仰臥が無理な時は横向きに
・回復体位

・救急蘇生の際には周りからの目隠しの配慮が必要
・名指しで AEDを頼む
・役割分担と気道確保
・心肺蘇生
Q3　  これまでに実習で行った保育園／幼稚園にAED

はありましたか。 n＝ 66
区　分 人数（人） ％

AEDがあり、設置場
所も確認していた 24 36.4

AEDはあったようだ
が、設置場所は知ら
ない

20 30.3

AEDがあったかどう
か知らない 21 31.8

AEDは設置されてい
なかった 1 1.5

Q4　  これまでの実習で救急蘇生などの知識・技能が
必要だと感じたことはありますか。 n＝ 61
区　分 人数（人） ％
はい 18 29.5
いいえ 43 70.5

　＊  「はい」と答えた人は、どのような時に感じまし
たか。
　・いつ起こるかわからない（2件）
　・  周りで起こった時にすぐに対応できるように（2件）
　・プールでおぼれた時の対処の仕方（2件）
　・そのような状況に出会ったことはないが必要
　・のどに物を詰まらせたときに必要と思った
　・  実習でおぼれた時の対処の仕方を子どもに指導
しておられた

　・実習中に発作を起こした子どもがいた
　・施設実習で、意識がとぶ子どもがいると聞いた
　・どこを圧迫するのか
　・SIDSなどに気を付けないといけないから
　・子どものけがや熱中症のニュースを見たとき
　・事故にあった時
　・けがの対応
　・  実習中にのどに物を詰まらせて運ばれた子ども
がいた

　・  AEDがないために命を落とすことのないよう
にしなければならない

　・  子どもに何かあった時に命が助かる確率が高く
なる
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Q5　  保育者になるにあたって救急蘇生などに関して、
今後どのような内容を勉強しておきたいと思っ
ていますか。

　・知識の復習（8件）
　・  子どもに何か起こった時に助けられるようにな

りたい（7件）
　・  救急蘇生法のポイントを頭に入れておきたい（2件）
　・  プールでおぼれた時や熱中症の対処を覚えたい
（2件）

　・  いつでも使えるように流れを頭に入れておく（3件）
　・おぼれた時や息をしていない時の対処法（3件）
　・小児の蘇生法をきちんと理解しておく（3件）
　・けがの応急処置（2件）
　・発作の対応
　・止血法、窒息対策について知りたい
　・誤飲の対応
　・止血法・アイシング
　・手順と小児への対応のし方
　・どのような場面で必要かとその行い方
　・エピペンの使い方
　・アレルギー対応
　・忘れるので講習を繰り返し受ける
　・  周りのこどもがパニックにならないようにする

対応
　・乳児・幼児の各年齢に応じた対応
　・全般的な理解と小児と成人の対処の違い
　・窒息の対応
　・ハイムリヒッドの方法を忘れないようにする

Ⅳ　アンケート結果からの考察

救急蘇生の技能は保育担当者として誰もが身につけ
ておくべきことであるが、現場でそれを繰り返し実施
しながら技能を高めるということができないため、指
導や技能の保持を図るのが難しい要素である。こども
保育学科でも必須の技能と考え全員の学生が十分な指
導を受けられるよう京都市消防局の救急隊の指導にて
全員参加の BLS（Basic Life Support 一次救命処置
の略）実習を 3時間にわたって行っている。しかし、
在学時代に習得しなければならない保育技能は多岐に
わたり、個々の要素が課程修了後にどの程度確実に保
持されているかをフォローすることは難しい。今回短
期大学部から 4年生への移行などに伴うカリキュラム

再考の参考にする必要もあり、救急蘇生に関する講習
後約 3ヶ月時点での技能習得状況を学生自身に申告さ
せる形のアンケートで評価した。アンケートのみで実
技試験を伴う訳ではないが、以下に論ずるような問題
点が発見されカリキュラムの参考資料としての価値は
あると考えられた。
現在の一次救急蘇生において胸骨圧迫の重要性は以
前にも増して重視されている。今回は簡単に質問でき
る胸骨圧迫の深さと回数を点検したが、指導内容を強
化すべきと考えさせられる結果である。胸骨圧迫の深
さについては成人・小児とも正答率はおよそ 50％で
あり、理解度は十分とは言えない。また、胸骨圧迫の
回数については、正解は全体の 1／ 3に留まり、しっ
かり覚えているつもりの者の中にも 1秒 1回に当たる
“1 分間に 60 回” を選ぶ者が少なからず見られた。こ
れは、深さ以上に深刻な理解不足である。なぜなら現
在の 1分間 100 回の胸骨圧迫のレートは成人と同一に
して覚え易くするという配慮も加味して決定された数
字であり、小児にとってはこれ以下のレートは明らか
に不十分である。呼吸・循環系に予備能の乏しい小児
においては心停止に至らなくとも 1分間 60 回未満の
心拍数は病的に低いと考えられ切迫心停止として直ち
に救急蘇生行動を起こす必要があると見なされてい
る。注３）

また、小児期の救急蘇生の特徴として心原性の事故
よりも呼吸停止から心停止に至る比率が高いことがあ
り、窒息対策は成人よりも遥かに重要である。アンケー
トの結果ではある程度覚えている者は半数程度であ
る。さらに 1／ 4程度の者は講習で取り扱っていない
と答えており講習内容項目の点検・時間配分などを調
査検討する必要があると考えられた。
通常の BLS講習は成人をベースにしており、かつ
現在のガイドラインはほとんどの部分で小児と成人の
二重基準で覚えることの複雑さを回避するねらいで手
順や回数などの成人・小児の一本化がされている。し
かし、保育者の主たる対象が小児であることを考える
と、成人・小児共通の BLSを学ぶに際しても小児に
特に重要なポイントが理解されるように工夫を加える
ことが今後の指導内容として重要ではないかと考えら
れる。
受講者自身の判断として約 1／ 6の者が講習内容の
記憶に自信を持っていない。現場での救急蘇生実施を
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躊躇する原因の一つは、実施する自信が無い・やり方
が分からないということであり、これら 1／ 6の者は
万が一救急蘇生現場に居合わせてもその実施を躊躇す
る恐れがあるかもしれない。もちろん全ての受講者が
救急蘇生の手順を自信を持って再現できるレベルに達
するよう繰り返し教え込むことも重要であるが、救急
蘇生のように使用頻度の低い技能習得にあまりに多く
の時間を用いることは現実的でない。指導上の留意点
としては、講習を受けても全ての受講者がしっかり覚
えている訳でないことを前提に、“仮に知識・技能に
十分自信が持てない場合でも、必要時には躊躇せず実
施する心構え” を合わせて理解させる必要があると思
われる。
救急蘇生技能は実技課題として習得できるよう救急
隊の協力も得ながら今後も続けて行く必要があるが、
同時に単なる技能習得に陥らないように必要な背景や
関連する危機管理意識を総合的に指導する必要性が今
回のアンケートからもうかがえる。

Q3 で学生が実習に行った保育園／幼稚園に AED

があるかを把握していたかを問うたが、それを認識し
ていた者は約 40％であった。救急蘇生を何かの折に
現場でするかもしれないと思っていれば新しい現場で
AEDや救急セットがどこにあるのかを確認するとい
うのは保育経験の浅い学生でもできることである。救
急蘇生技術は滅多に使用することは無いが、同時に必
要になった時使える心構えは常に必要とされている。
その心構えの例として、自身が活動している現場の救
急蘇生体制を理解しておくことがある。BLS講習で
いくらしっかりした技能を得たとしてもこれらの心構
えができていなければそれらを有効に活かすことは難
しい。技能講習を補完するものとして、現場の危機管
理に保育者がどのように関与すべきか、どのような準
備が常日頃から大切かは養成校の指導内容の一つとし
て今後しっかりとカリキュラム化することも重要では
ないかと考える。それらの危機管理対策・危険予知訓
練としての発展形を考える中で、今回のアンケート
Q5 で見られた学生からの要望も取り込んでいくこと
ができるのではないだろうか。

Ⅴ　おわりに

保育者により一層の専門性が求められるようになっ

た昨今、養成校在学中においても、また、保育者とし
て勤務している間においても、保育内容を充実させる
ために学び続ける努力は非常に重要である。それに加
えて子どもの命を守り健全な成長を支えていくことが
保育者の大きな職務の一つである。保育現場の声では
「救急や疾病の対応の理解」については勤務年数 1，2
年までに身に付けるべきこととする全国保育士養成協
議会の調査結果があるが、子どもの命を守ることは何
をおいても第一に行わなければならない事項であり、
就職 1年目にその状況に遭遇する可能性はゼロではな
い。そのためにも、保育者養成校在学中に必要最小限
の救急蘇生に関する知識・技能を習得しておくことは
必須のことであろう。アンケート調査の自由記述の欄
にも、実習中に窒息対応をしなければならない現場や、
子どもが発作で救急に運ばれるような状況に遭遇した
学生もみられ、多くの学生は「子どもに何か起こった
時に助けられるようになりたい」や、「救急蘇生法講
習会で学習したことを復習して必要な時には使えるよ
うにしておかなければならない」と考えている。養成
校でのカリキュラムにおいても、必要な際に対応する
ことのできる救急蘇生法を習得できるよう繰り返しの
講習会を企画し確実な蘇生法を習得することができる
と同時に、より小児を念頭においた講習内容になるよ
うな内容の検討が必要となると考えられる。
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生法の浸透に関する考察」、こども教育研究第 1
号 pp69-74、京都光華女子大学、2014 年

注 2）実施したアンケート調査用紙は文末に示す。
注 3）  日本救急医療財団心肺蘇生法委員会監修、救急

蘇生法の指針 2010 改訂 4 版（医療従事者用）、
2012 年、へるす出版、第Ⅲ章小児の救命処置　
2小児の一次救命処置　P115
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